
　
下
記
の
表
は
、
進
研
模
試
の
デ
ー
タ

で
、
１
年
生
か
ら
２
年
生
に
か
け
て
成
績

変
動
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
、
そ
の
時

期
の
生
徒
の
特
徴
や
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　「
進
研
模
試
の
実
施
時
期
と
成
績
変

動
」
の
欄
は
、
２
０
０
９
年
度
の
１
年
生

総
合
学
力
テ
ス
ト
７
月
か
ら
10
年
度
の
２

年
生
総
合
学
力
記
述
模
試
１
月
を
全
回
受

験
し
た
生
徒
、
27
万
２
６
８
３
人
の
デ
ー

タ
を
基
に
、
偏
差
値
帯
別
の
成
績
変
動
を

調
べ
た
も
の
だ
。
前
回
の
模
試
か
ら
偏
差

値
が
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
が
っ
た
生
徒
の

割
合
を
「
Ｕ
Ｐ
」、
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
下

が
っ
た
割
合
を
「
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」、
変
動
が

５
ポ
イ
ン
ト
内
だ
っ
た
割
合
を
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ

Ｐ
」
と
し
て
表
し
た
。

　
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
成
績
変
動
が
起
こ

１年生
４月５月６月７月８月９月１０月

・入学式
・スタディー
サポート

・体育祭
・中間考査

・高校総体
・高校総文
祭

・終業式
・期末考査

・総合学力
テスト７月

・夏休み・始業式
・スタディー
サポート

・中間考査
・文化祭

行
事

進
研
模
試
の
実
施
時
期
と
成
績
変
動

生
徒
の
状
態

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

１年生７月→１１月
３教科（国語・数学・英語）
SS60～70
UP 8.2％
KEEP 70.8％
DOWN 21.0％

中位層で英語の成績変動が大きい

●　新しい環境で向上心に満ちている
●　授業の進度や学習と部活動の両立
に不安を感じている

●　５月の連休明けは疲れが出始める
●　部活動が本格化すると、苦手科目
が出始める

●　面談やスタディーサポートなどを使
い、生徒把握を行う

●　高校の学習スタイルの定着、家庭
学習時間の確保

●　中間考査前後の指導。結果につな
がる学習計画の立て方を伝える。
振り返りを通して、学習習慣の重要
性を再度認識させる

●　文理選択のガイダンスや調査を通し
て、進路意識を高め、学習習慣を
定着させる

●　中学での「学力貯金」を使い果たし、
成績が崩れる生徒が出始める。こ
まめな声掛けやアドバイスにより学
習習慣を再徹底させる

●　全国模試の難易度に
戸惑う

●　夏休み中の学習が計
画通りに進まずに焦
る

●　夏休みの学習を計画
的にするよう指導

●　夏休み中に学習から
離れないよう、補習
や課題を通じて生徒
の学習を支援する

●　学校行事が多く、学
力面での差が目立ち
始める

●　文理選択を控え、科
目選択に悩む

●　行事後は学習に気持
ちを切り替えるための
ガイダンスなどを行う

SS50～60
UP 12.8％
KEEP 71.9％
DOWN 15.3％

英語
SS50～60
UP 16.5％
KEEP 58.6％
DOWN 25.0％25.0％

新課程でより重要になる指導ポイント【P.８ 座談会より】

・高校の学習習慣の定着　・丁寧な生徒把握

模
試
の
結
果
デ
ー
タ
よ
り
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
時
期
を
抽
出

課

題

整

理

成
績
変
動
期
に
着
目
し
て
指
導
の
見
直
し
を

生
徒
の
成
績
変
動
は
ど
の
時
期
に
起
き
や
す
く
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
行
課
程
で
の
実
態
と
指
導
を
整
理
し
、
新
課
程
に
お
け
る
指
導
の
流
れ
を
考
え
る
。

＊３学期制の一般的な学校行事を想定して作成
＊成績変動の表は、各時期で特徴的な変動数値を示しているものを抽出して記載
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特
集

新
課
程
先
行
実
施

　

2
0
1
2
年
度
入
学
生
の
指
導
に
迫
る

pec
ia

ll 
ssu

e

り
や
す
い
時
期
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。

　
一
つ
は
１
年
生
７
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
で
、
特
に
成
績
中
位
層
の
英
語
の
成
績

変
動
が
大
き
い
。
一
定
の
学
習
量
が
必
要

と
な
る
高
校
で
の
学
習
方
法
に
転
換
で
き

た
か
ど
う
か
が
、
成
績
に
表
れ
て
い
る
と

い
え
そ
う
だ
。
新
課
程
で
は
、
こ
の
傾
向

が
加
速
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
導
入
期
指

導
で
の
学
習
習
慣
の
定
着
が
今
ま
で
以
上

に
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
１
年
生
１
月
か
ら
２
年
生

７
月
模
試
に
か
け
て
の
時
期
で
、
成
績

中
・
上
位
層
で
成
績
変
動
が
目
立
っ
た
。

学
校
と
の
接
点
が
少
な
く
な
り
が
ち
な
こ

の
時
期
は
、
期
末
考
査
後
に
指
導
の
目
線

合
わ
せ
を
す
る
な
ど
、
次
の
学
年
に
向
け

て
「
切
れ
目
の
な
い
指
導
」
を
行
う
こ
と

が
重
要
に
な
り
そ
う
だ
。

　
２
年
生
か
ら
文
理
に
分
か
れ
る
場
合
、

生
徒
が
苦
手
教
科
か
ら
「
逃
げ
」
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
績
の
下
降
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新
課
程
で
数
学

や
理
科
の
学
習
内
容
が
増
え
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
文
系
生
徒
の
数
学
や
理
科
の
指

導
方
針
に
つ
い
て
目
線
合
わ
せ
を
す
る
こ

と
は
よ
り
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

２年生
１月２月３月４月５月６月７月

・始業式

・総合学力
テスト１月

・総合学力
テスト７月

・総合学力
テスト１１月

１２月
・終業式
・期末考査
・文理選択

１１月
・高校入試
・学年末考査

・卒業式
・終業式
・春休み

・始業式
・スタディー
サポート

・体育祭
・中間考査

・高校総体
・高校総文
祭

・終業式
・期末考査

１年生１月→２年生7月
３教科（国語・数学・英語）
SS60～70
UP 7.2％
KEEP 66.9％
DOWN 25.9％
中・上位層で成績変動が目立つ

●　行事が少ないことを利用し、２年生に向けて学習
の見直しを図る。苦手分野の克服にも着手させる

●　３年生の入試状況を伝え進路への動機付けを行う
と共に、授業が入試につながっていることを意識
させる

●　文理選択を利用し、
生徒の意識を将来に
向けていく

●　文理に分かれても全教科まんべんなく学習させる
指導を継続する。特に私立大文系志望の生徒に
数学を諦めさせない指導が重要になる

●　１年生よりも緊張感
が持続しにくいため、
中間考査やスタディー
サポートを利用し学
習にしっかり向かわせ
る

●　５月の連休で学習習慣は乱れがち
になる

●　高校総体後は部活動の中核になり、
学習よりも、部活動に集中する生徒
も出てくる

●　進路意識が二極化し始める

●　２年生に向けて前向
きな気持ちに。学習
面で仕切り直そうとい
う意識を持つ

●　授業日が少ないため、
学校の学習から気持
ちが離れがちになる

●　文理選択が終わり、
進路意識は高まる。
一方で苦手科目を諦
める生徒も出始める

●　オープンキャンパスな
どで、進路意識を高め、
学習を先送りさせな
い

１年生１１月→１月
３教科（国語・数学・英語）
SS50～60
UP 12.7％
KEEP 76.6％
DOWN 10.7％
現状維持の生徒が多い

SS50～60
UP 7.5％
KEEP 71.3％
DOWN 21.2％21.2％25.9％

新課程でより重要になる指導ポイント【P.８ 座談会より】

・学習面、進路面でのモチベーションの維持・向上
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